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１ . 天 （ 上 天 ） を 敬 う こ と で 、 古 代 中 国 の 政 治 （ ま つ り ご と ） の 土 台 。 1

２ . 王 朝 の 交 替 は 天 命 に よ る 。 戦 国 時 代 の 儒 家 、 孟 子 の 言 葉 。 書 き 下 し ： 姓 2「

（ 王 朝 ） の 易 （ か ） は る は 、 命 （ 天 命 ） の 革 （ あ ら た ） ま る な り 」

３ . 祖 先 を 崇 （ あ が ） め る で 、 古 代 中 国 の 道 徳 の 土 台 。 3

４ . 敬 天 と 崇 祖 の 在 り 方 。 社 会 秩 序 の 原 理 ・ 法 則 。 4

５ . 国 家 の 法 や 制 度 。 原 義 ： 行 い を 慎 ま せ る 礼 儀 と 心 を 和 ら げ る 音 楽 5

６ . P E R S O N B . C .６ ・ ５ 世 紀 、 中 国 の 儒 家 の 開 祖 。 6

７ . 語 義 ： 学 に 志 す cf . 1 5歳 （ 立 志 式 ） 7

８ . 語 義 ： ひ と り だ ち す る cf . 3 0歳 8

９ . 語 義 ： 何 に も 惑 わ さ れ な い cf . 4 0歳 9

1 0 . 語 義 ： 天 命 を 知 る cf . 5 0歳 1 0

1 1 . B O O K 孔 子 の 死 後 、 弟 子 が 編 集 し た 孔 子 の 言 行 録 。 11

1 2 . 儒 家 の 説 く 人 間 愛 。 孝 （ 親 子 愛 ） と 悌 （ 兄 弟 愛 ） が 出 発 点 。 関 連 語 ： エ 12

ロ ー ス 、 フ ィ ー リ ア 、 ア ガ ペ ー 、 慈 悲

13 . 儒 家 の 説 く 人 間 愛 の 具 体 的 あ ら わ れ 。 ま ご こ ろ と 思 い や り 。 13

1 4 . 仁 の 一 側 面 で 、 自 分 を 偽 ら な い 誠 実 さ （ ま ご こ ろ 。 14）

1 5 . 仁 の 一 側 面 で 、 自 分 の よ う に 他 者 を 思 い や る 心 。 関 連 語 ： イ エ ス の 黄 金 15

律 「 人 に し て 欲 し い こ と を 、 人 に ほ ど こ せ 」

1 6 . 自 己 を 抑 え て 、 他 者 と と も に 人 と し て 生 き る た め に 行 う べ き 礼 に 従 う こ 16

と 。 よ っ て 仁 は 礼 の 背 骨 （ バ ッ ク ボ ー ン ） で あ る と い う こ と 。

17 . 儒 家 の 理 想 と す る 人 間 像 （ 義 務 に 目 覚 め る 人 。 仁 の 人 。 17）

1 8 . 儒 家 が 否 定 す る 人 間 像 （ 利 益 に 目 が く ら む 人 。 18）

1 9 . 儒 家 の 追 求 す る 社 会 的 責 任 （ い わ ゆ る 「 社 会 力 ） と そ の 目 的 。 書 き 下 19」

し ： 身 を 修 め 、 家 を 斉 （ と と の ） え 、 国 を 治 め 、 天 下 を 平 ら か に す る 」「

20 . 治 者 が 被 治 者 を 道 徳 的 に 感 化 し 、 自 覚 を 促 進 す る こ と 「 こ れ を 導 く に 20。

徳 を 以 て し 、 こ れ を 斉 （ と と の ） う る に 礼 を 以 て す れ ば 、 恥 あ り て 且 つ 格

（ た だ ） し 。」

21 . 治 者 が 被 治 者 を 法 で 縛 る こ と 「 こ れ を 導 く に 政 を 以 て し 、 こ れ を 斉 （ と 21。

と の ） う る に 刑 を 以 て す れ ば 、 民 免 れ て 恥 ず る こ と 無 し 。」

2 2 . 『 論 語 『 孟 子 『 大 学 『 中 庸 』 の 四 つ の 儒 家 の 経 典 。 重 要 視 さ れ る の 22』 』 』

は 、 南 宋 で 朱 子 学 （ 宋 学 ） が 成 立 し て か ら 。

23 . 『 詩 経 『 書 経 『 易 経 『 春 秋 『 礼 記 』 の 五 つ の 儒 家 の 経 典 。 23』 』 』 』

T. Q .「 孔 子 の 説 く 仁 と 礼 の 関 係 と は 何 か ？ 」

T. A .

孔 子 は 「 克 己 復 礼 こ そ が 仁 」 だ と し た 。 人 と 人 の 間 に 生 ま れ る 思 い や り が 仁 で あ り 、 人 と

人 が 生 き て い く 中 で 個 を 抑 え 、 社 会 の た め に 行 動 す る こ と を 礼 と し た 。 孔 子 は 、 個 を 社 会

の 中 で 生 き る 存 在 だ と と ら え 、 個 が 良 く な る こ と で 社 会 が 良 く な る （ 修 身 斉 家 治 国 平 天「

下 ） と し た 。」


